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密度電磁成分検出器による空気シャワーアレイと合計560㎡におよぶ大面積ミューオン検出器を使った
GRAPES-3実験を行った。筆者は注意深い詳細な解析による角度精度の向上により、角度分解能を30TeV以上で
0.73±0.10度に上げた。これは月の影の検出によって確認された。また、検出ミューオン数により30TeV以上
では93％のバックグラウンドを除去することに成功した。その結果、カニ星雲からのガンマ線の検出に成功し、
10TeV以上で撮像型チェレンコフ望遠鏡によって測定された強度と一致することを示した。また、70TeV程度ま
でスペクトラムが伸びていることを示した。一次ガンマ線はエネルギーが上がるにつれてエネルギーのべき乗
で頻度が落ち、その検出がより困難になるが、バックグラウンドの除去率を上げることで、より高いエネルギ
ー領域でも検出される可能性をも示した。 
 以上の結果から、大面積ミューオン検出器を持つ空気シャワーアレイにより数十TeVのエネルギー領域のガン
マ線を検出し、また100TeV前後のガンマ線の検出の可能性を示した。このことにより高エネルギーガンマ線源
の研究分野において新しい知見をもたらす事が出来た。よって、本論文は博士（理学）の学位に値すると審査
した。 
